
1

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

１

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

』

第

一

幕

：

導

入

場

面

１

：
た

い

焼

き

ト

ム

の

朝

（

東

京

の

商

店

街

の

一

角

に

あ

る

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

。

開

店

準

備

中

の

店

内

）

ト

ム
（

エ

プ

ロ

ン

姿

で

元

気

よ

く

）

「

オ

ッ

ハ

ヨ

ウ

、

魚

住

！

今

日

も

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

で

世

界

を

驚

か

せ

る

よ

！

」

魚

住
（

た

め

息

交

じ

り

に

）

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

、

ト

ム

さ

ん…
…

。

ま

さ

か

、

ま

た

変

な

た

い

焼

き

作

る

気

じ

ゃ

？

」

ト

ム
（

得

意

げ

に

）

「

今

回

は
『

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

た

い

焼

き

』

だ

！

」

魚

住
（

目

を

見

開

い

て

）

「

え

っ

！
？

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

っ

て…
…

あ

の

ド

イ

ツ

の

ソ

ー

セ

ー

ジ

に

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

か

か

っ

た

や

つ

！

？

」



2

ト

ム
（

満

面

の

笑

み

）

「

そ

う

だ

！
パ

リ

ッ

と

ジ

ュ

ー

シ

ー

な

ソ

ー

セ

ー

ジ

に

、

ス

パ

イ

ス

香

る

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

を

た

っ

ぷ

り

！

し

か

も

、

そ

れ

を

ふ

わ

ふ

わ

も

ち

も

ち

の

た

い

焼

き

生

地

で

包

む

ん

だ

！

」

魚

住
（

眉

を

ひ

そ

め

て

）

「…
…

甘

い

生

地

と

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

、

合

う

ん

で

す

か

？

」

ト

ム
（

大

げ

さ

に

胸

に

手

を

当

て

て

）

「

人

生

は

挑

戦

だ

、

魚

住

！

そ

し

て

、

こ

の

挑

戦

の

先

に

、

新

た

な

味

の

パ

ラ

ダ

イ

ス

が

待

っ

て

い

る

！

」

場

面

２

：
試

作

の

時

間

（

キ

ッ

チ

ン

で

試

作

す

る

二

人

。
ト

ム

が

得

意

げ

に

生

地

を

流

し

込

み

、

ソ

ー

セ

ー

ジ

と

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

を

投

入

）

魚

住
（

心

配

そ

う

に

）

「…
…

こ

の

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

、

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

濃

厚

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

甘

み

も

あ

る

し…
…

」



3

ト

ム
（

目

を

輝

か

せ

て

）

「

そ

う

さ

！
こ

の

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

に

は

、

ハ

チ

ミ

ツ

と

リ

ン

ゴ

を

加

え

て

コ

ク

を

出

し

て

る

！

ソ

ー

セ

ー

ジ

の

脂

と

絡

め

ば

、

甘

じ

ょ

っ

ぱ

く

て

濃

厚

な

ソ

ー

ス

が

口

い

っ

ぱ

い

に

広

が

る

ん

だ

！

」

魚

住
（

恐

る

恐

る

）

「

生

地

の

中

に

ソ

ー

セ

ー

ジ

入

れ

る

と

、

カ

リ

カ

リ

感

な

く

な

る

ん

じ

ゃ…
…

？

」

ト

ム
（

ウ

イ

ン

ク

し

な

が

ら

）

「

そ

こ

は

計

算

済

み

さ

！

仕

上

げ

に

た

い

焼

き

を

焼

き

上

げ

る

直

前

、
高

温

で

一

気

に

焼

き

上

げ

る

！
す

る

と

、

表

面

は

サ

ク

サ

ク

、

中

は

も

っ

ち

り

、

ソ

ー

セ

ー

ジ

は

ジ

ュ

ー

シ

ー

な

ま

ま

！

絶

対

ウ

マ

イ

っ

て

！

」

（

試

作

完

成

。

二

人

で

試

食

）

魚

住

（

一

口

か

じ

る

）

「…
…

！

」



4

ト

ム
（

ド

ヤ

顔

で

）

「

ど

う

だ

！
？

生

地

の

ふ

わ

ふ

わ

感

、

そ

こ

に

広

が

る

ス

モ

ー

キ

ー

な

ソ

ー

セ

ー

ジ

の

肉

汁

！

そ

し

て

、

ト

ド

メ

の

ス

パ

イ

シ

ー

な

カ

レ

ー

の

刺

激

！
ま

さ

に

三

重

奏

！
」

魚

住

（

目

を

丸

く

し

な

が

ら

）

「

う

、

う

ま

い…
…

！

想

像

以

上

に

ハ

マ

る

！

甘

じ

ょ

っ

ぱ

く

て

、

カ

レ

ー

の

ス

パ

イ

ス

が

食

欲

を

そ

そ

る

！

」

第

二

幕

：

販

売

開

始

と

大

行

列

場

面

２

：
予

想

外

の

大

反

響

（

店

の

前

に

は

長

蛇

の

列

が

で

き

て

い

る

）

魚

住
（

驚

愕

し

な

が

ら

）

「

え

、
ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

！

な

ん

で

こ

ん

な

に

人

が…
…

！

？

」

客

１
（

目

を

輝

か

せ

な

が

ら

）

「

ん

ん

っ

！
？

な

ん

だ

こ

れ

！

？

」

（

た

い

焼

き

を

半

分

に

割

る

）

「

熱

々

の

ソ

ー

セ

ー

ジ

の

肉

汁

が

じ

ゅ

わ
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っ

と

！

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

が

と

ろ

け

て

、

香

り

が

鼻

に

突

き

抜

け

る…
…

！

」

客

２
（

恍

惚

と

し

た

表

情

で

）

「

は

ぁ

ぁ…
…

サ

ク

ッ

と

し

た

生

地

の

後

に

、

パ

リ

ッ

と

し

た

ソ

ー

セ

ー

ジ…
…

。

甘

さ

と

ス

パ

イ

シ

ー

さ

が

絶

妙

に

絡

み

合

っ

て

、

口

の

中

が

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

旅

行

だ…
…

！

」

客

３
（

感

動

で

声

を

震

わ

せ

な

が

ら

）

「

こ

れ

は…
…

ド

イ

ツ

ビ

ー

ル

が

欲

し

く

な

る…
…

！
い

や

、

ビ

ー

ル

じ

ゃ

な

く

て

も

、

こ

の

た

い

焼

き

自

体

が

メ

イ

ン

デ

ィ

ッ

シ

ュ

だ

！

」

客

４
（

涙

ぐ

み

な

が

ら

）

「

俺

の

舌

が

、
つ

い

に

本

当

の

グ

ル

メ

と

出

会

っ

た…
…

！

た

い

焼

き

よ

、

こ

ん

な

形

で

俺

を

泣

か

せ

る

と

は…
…

！

」

（

店

内

は

興

奮

の

渦

に

包

ま

れ

る

）

第

三

幕

：

王

侯

貴

族

の

来

訪
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場

面

３

：

特

別

な

お

客

様

（

高

級

ス

ー

ツ

を

着

た

男

性

と

、

エ

レ

ガ

ン

ト

な

ド

レ

ス

の

女

性

が

店

の

前

に

立

っ

て

い

る

。

S
P

ら

し

き

男

た

ち

が

周

囲

を

見

張

っ

て

い

る

）

魚

住
（

ひ

そ

ひ

そ

と

）

「

あ

れ

、
な

ん

か

す

ご

い

人

た

ち

が

来

ま

し

た

け

ど…
…

？

」

ト

ム
（

首

を

か

し

げ

て

）

「

お

お

、
セ

レ

ブ

な

お

客

さ

ん

か

？

よ

う

こ

そ

！

」

貴

族

風

の

男

性
（

に

こ

や

か

に

）

「

私

は

某

国

の

王

族

、
カ

ー

ル

・
フ

ォ

ン

・
シ

ュ

タ

イ

ン

。S
N
S

で

貴

店

の

評

判

を

聞

き

、

ぜ

ひ

味

わ

い

た

く

な

り

ま

し

て

ね

。

」

（

ト

ム

、

即

座

に

た

い

焼

き

を

手

渡

す

）

ト

ム

「

ヘ

イ

、

殿

下

！

熱

々

の

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

た

い

焼

き

、

お

楽

し

み

あ

れ

！

」

（

カ

ー

ル

、

慎

重

に

一

口

か

じ

る

）
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カ

ー

ル
（

目

を

閉

じ

て

し

ば

し

沈

黙

。
そ

し

て

、

突

如

と

し

て

目

を

見

開

く

）

「

こ

れ

は…
…

！
」

（S
P

た

ち

も

緊

張

す

る

）

カ

ー

ル

（

深

く

息

を

吸

い

、

瞳

を

潤

ま

せ

な

が

ら

）

「

祖

国

の

街

並

み

が

、

口

の

中

に

広

が

る…
…

！

幼

少

期

に

、

広

場

の

屋

台

で

食

べ

た

あ

の

味

だ…
…

！

美

し

い

！

こ

ん

な

に

も

愛

に

満

ち

た

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

を

、

私

は

初

め

て

食

べ

た

！

」

（

周

囲

の

S
P

や

付

き

人

た

ち

も

、
驚

き

な

が

ら

拍

手

を

送

る

）

魚

住
（

ぽ

か

ん

と

）

「

王

族

を

泣

か

せ

る

た

い

焼

き

っ

て…
…

ど

ん

な

料

理

で

す

か

、

こ

れ…
…

」

カ

ー

ル
（

感

動

し

な

が

ら

）

「

ト

ム

殿

、
ぜ

ひ

我

が

祖

国

に

来

て

、

こ

の

素

晴

ら

し

い

た

い

焼

き

を

広

め

て

は

い

た

だ

け

ま

せ

ん

か

？

」
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ト

ム
（

即

答

）

「

も

ち

ろ

ん

さ

！
オ

レ

の

た

い

焼

き

は

世

界

を

旅

す

る

ん

だ

！

」

（

周

囲

の

客

た

ち

が

大

歓

声

を

上

げ

る

）

第

四

幕

：

ド

イ

ツ

大

使

館

の

食

事

会

場

面

４

：

豪

華

な

食

事

会

（

ド

イ

ツ

大

使

館

の

広

間

。

壁

に

は

歴

史

的

な

絵

画

が

飾

ら

れ

、

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

が

輝

く

。

長

い

テ

ー

ブ

ル

に

は

高

級

料

理

が

ず

ら

り

と

並

び

、

そ

の

中

央

に

、

金

色

の

大

皿

に

美

し

く

盛

ら

れ

た

た

い

焼

き

の

山

が

鎮

座

し

て

い

る

。

）

（

各

国

の

要

人

た

ち

が

集

ま

り

、

格

式

高

い

雰

囲

気

が

漂

う

が

、

た

い

焼

き

の

存

在

に

興

味

津

々

な

様

子

が

見

て

取

れ

る

。

）

カ

ー

ル
（

上

機

嫌

に

）

「

皆

様

、
こ

れ

が

日

本

か

ら

や

っ

て

き

た

奇

跡

の

た

い

焼

き

、

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

た

い

焼

き

で

す

！

」
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（

給

仕

が

ナ

イ

フ

で

た

い

焼

き

を

切

り

分

け

、

ゲ

ス

ト

の

前

に

置

く

。

湯

気

が

立

ち

の

ぼ

り

、

カ

レ

ー

の

ス

パ

イ

シ

ー

な

香

り

が

広

が

る

。

）

客

１

（

ド

イ

ツ

の

外

交

官

）

（

ナ

イ

フ

を

入

れ

る

と

、

ジ

ュ

ワ

ッ

と

肉

汁

が

あ

ふ

れ

出

る

）

「…
…

こ

れ

は…
…

！

外

は

カ

リ

ッ

と

香

ば

し

く

、

中

か

ら

は

ス

パ

イ

ス

の

効

い

た

カ

レ

ー

ソ

ー

ス

が

滴

る…
…

！

」

（

ゆ

っ

く

り

と

口

に

運

び

、

一

口

噛

む

と

、

思

わ

ず

目

を

見

開

く

。

）

「

パ

リ

ッ

と

し

た

ソ

ー

セ

ー

ジ

が

弾

け

た

瞬

間

、
カ

レ

ー

ソ

ー

ス

の

ス

パ

イ

ス

が

舌

に

絡

み

、

甘

い

生

地

と

絶

妙

に

調

和

し

て

い

る…
…

！

こ

れ

は

ワ

イ

ン

に

合

う

！

」

客

２

（

著

名

な

シ

ェ

フ

）

（

じ

っ

く

り

と

味

わ

い

な

が

ら

）

「

う

む…
…

甘

み

と

塩

気

、
ス

パ

イ

ス

の

融

合…
…

こ

の

味

の

バ

ラ

ン

ス

は

ま

さ
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に

芸

術

だ

！

ス

ト

リ

ー

ト

フ

ー

ド

の

枠

を

超

え

て

い

る

！

」

客

３

（

貴

族

の

婦

人

）

（

恍

惚

と

し

た

表

情

で

た

め

息

）

「

あ

あ…
…

ま

る

で

ベ

ル

リ

ン

の

街

角

の

活

気

が

蘇

る

わ

。

幼

い

頃

、

お

祭

り

の

屋

台

で

食

べ

た

あ

の

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

を

思

い

出

す…
…

。

懐

か

し

さ

と

新

し

さ

が

共

存

す

る

味

！

」

（

目

を

細

め

、

ゆ

っ

く

り

と

味

わ

う

。

）

客

４

（

ド

イ

ツ

の

食

文

化

研

究

者

）

（

目

頭

を

押

さ

え

な

が

ら

）

「

こ

れ

は

歴

史

の

再

発

見

だ…
…

！

日

本

の

た

い

焼

き

と

ド

イ

ツ

の

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

が

こ

こ

ま

で

調

和

す

る

と

は…
…

！

私

は

今

、

文

化

の

融

合

を

味

わ

っ

て

い

る…
…

！

」

（

会

場

は

拍

手

と

歓

声

に

包

ま

れ

る

）
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カ

ー

ル
（

満

足

げ

に

）

「

ト

ム

殿

、
あ

な

た

は

日

本

と

ド

イ

ツ

を

結

ぶ

架

け

橋

に

な

り

ま

し

た

！

こ

れ

は

国

際

的

な

革

命

で

す

よ

！

」

ト

ム

（

笑

顔

で

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

「

イ

エ

ス

！

た

い

焼

き

は

世

界

を

繋

ぐ

ん

だ

！

」

（

場

面

転

換

）

第

五

幕

：

日

本

へ

の

帰

国

と

新

聞

報

道

場

面

５

：

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

内

（

ト

ム

、

店

の

カ

ウ

ン

タ

ー

で

新

聞

を

広

げ

て

い

る

。

表

紙

に

は

『

日

本

人

を

驚

か

せ

た

た

い

焼

き

職

人

、

ド

イ

ツ

を

も

制

す

！

』

の

見

出

し

が

躍

る

。

新

聞

に

は

大

使

館

で

の

食

事

会

の

写

真

が

掲

載

さ

れ

、

ト

ム

が

王

侯

貴

族

と

握

手

す

る

姿

が

映

っ

て

い

る

。

）

（

常

連

客

た

ち

が

新

聞

を

覗

き

込

み

、

興

奮

気

味

に

話

し

て

い

る

。

）
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常

連

客

１
「

ト

ム

さ

ん

、
す

ご

い

じ

ゃ

な

い

か

！

国

際

的

な

た

い

焼

き

職

人

に

な

っ

ち

ま

っ

た

な

！

」

常

連

客

２

「

俺

た

ち

の

た

い

焼

き

屋

が

、

ド

イ

ツ

の

王

族

に

認

め

ら

れ

た

な

ん

て…
…

！

」

魚

住
（

新

聞

を

覗

き

込

み

な

が

ら

）

「

す

ご

い

で

す

ね

、

ト

ム

さ

ん

。

ド

イ

ツ

で

大

成

功

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」

ト

ム

（

ぐ

っ

た

り

し

た

様

子

で

）

「

う

ー

ん

、

で

も

さ

、
宮

殿

み

た

い

な

会

場

、
豪

華

な

食

事

、

貴

族

た

ち

の

上

品

な

マ

ナ

ー…
…

。

正

直

、

肩

が

凝

っ

た

よ…
…

！

」

（

魚

住

、

ク

ス

ッ

と

笑

う

）

魚

住

「

ま

ぁ

、

王

族

に

絶

賛

さ

れ

る

た

い

焼

き

な

ん

て

、

普

通

じ

ゃ

味

わ

え

な

い

経

験

で

す

よ

ね

」

（

店

の

外

か

ら

、
新

し

い

お

客

が

来

る

気

配

。
）
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新

規

客

「

す

み

ま

せ

ん

！

ド

イ

ツ

で

話

題

に

な

っ

た

た

い

焼

き

、

食

べ

ら

れ

る

っ

て

本

当

で

す

か

！

？

」

（

ト

ム

、

即

座

に

エ

プ

ロ

ン

を

締

め

直

し

、

満

面

の

笑

み

で

立

ち

上

が

る

。

）

ト

ム

「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

！

さ

あ

、

今

日

も

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

を

焼

く

ぞ

！

」

（

魚

住

、

呆

れ

な

が

ら

も

笑

い

、

店

は

再

び

活

気

に

包

ま

れ

る

。

）

（

終

）



第

一

幕

（

導

入

）

〜15

分

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

と

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

紹

介

「

カ

リ

ー

ブ

ル

ス

ト

た

い

焼

き

」
を

思

い

つ

く

経

緯



第

二

幕
（

販

売

開

始

と

大

行

列

）

〜20

分
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お

客

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

（

飯

テ

ロ

描

写

4

人

分

）

評

判

の

広

が

り

、S
N
S

で

話

題

に



第

三

幕

（

王

侯

貴

族

の

来

訪

）

〜20

分

ド

イ

ツ

の

王

侯

貴

族

が

来

店

た

い

焼

き

を

絶

賛

し

、
涙

を

流

す
（

飯

テ

ロ

描

写

）

ト

ム

が

ド

イ

ツ

行

き

を

決

意



第

四

幕

（

ド

イ

ツ

大

使

館

の

食

事

会

）

〜

20

分

豪

華

な

食

事

会

の

風

景

王

侯

貴

族

や

外

交

官

が

絶

賛
（

飯

テ

ロ

描

写

4

人

分

）

ト

ム

の

た

い

焼

き

が

文

化

交

流

の

架

け

橋

に
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第

五

幕
（

日

本

へ

の

帰

国

と

新

聞

報

道

）

〜

10
分

日

本

に

戻

り

、

新

聞

で

話

題

に

ト

ム

の

苦

労

話

と

オ

チ

新

規

客

の

来

店

、

再

び

営

業

開

始


	『ファニーたい焼きトム５１　カリーブルスト』
	第一幕：導入
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	第五幕：日本への帰国と新聞報道


